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はじめに…

この講習会では台風や地震で住宅の屋根に被害があった時の応
急処置について紹介します。

ですが応急処置には正解という答えはありません。講習会の内
容はこれまでの災害支援活動の中で得た経験に基づいた情報を
まとめたものです。

そして今日の講習会を受講して直ぐにブルーシート展張ができ
るわけではありません。現場講習会(OJT)で経験を積みながら
スキルアップを目指しましょう。



【現調の必要性とポイント】

✓現調は作業の準備と段取りを考える材料となる

✓住人さんとの会話の中から修繕の予定や見込みを聞き取る

✓屋根の被害状況と劣化の確認、危険予知

✓安全対策の検討と事前準備

✓駐車スペース、トイレ、不在時の作業可否の確認

※事前に情報を共有することで作業効率を向上することができ

安全性の向上にもつながる。



屋根上へのアプローチ

屋根上へのアプローチ
は被害箇所と周囲の立
地条件から効率的な動
線を考える必要があ
る。

屋根上での移動距離が
長くなればなるほど瓦
破損のリスクが高くな
り、事故のリスクも高
くなる。



ロープをかける位置

作業範囲と効率を考
えてロープの位置を
決める。
支点の撰択も重要な
ポイントだが作業の
安全を考えて判断し
ましょう。



屋根の構造について…



小屋組を知る
屋根形状から屋根の構造を知る

⚫ 安全上、荷重を掛けていい場所を見極める
⚫ 瓦やシートを固定する時の下地を想定する
⚫ 雨水の侵入原因を見極める



瓦の構造について

従来の日本瓦 防災仕様の日本瓦



屋根素材(瓦材)について



釉薬瓦(ゆうやくがわら)



いぶし瓦



スレート瓦・セメント瓦



危険①

瓦と瓦の重なっている部分を
踏む

瓦の盛り上がっている部分を踏む
と
中が空洞のため割れやすい

瓦を踏む場所

ＮＧ！！



ブルーシート展張のスキル

【応急処置】

熊本方式…BSを土嚢と胴縁材でおさえる工法

自衛隊方式…最低限の資材を使った工法

【中長期的養生】

新茨木方式…土嚢を使わずストッパーを使いBSを固定する工法

ズボラ方式…棟梁に直接垂木を固定し野地板で囲った中に瓦礫などを収納する

粘着ルーフィング方式

…被害範囲を集約して粘着ルーフィングと垂木を使用して養生する



応急処置と中長期養生の違い

【応急処置】

◼とりあえずの雨対策
◼二次災害の予防
◼住人の不安の解消

【中長期的養生】

◼修繕見込みが未定
◼経済的に修繕不可
◼建替予定
◼住人の不安の解消



主要な材料

・厚手＃3000番＃4000番
※屋根の防水シートとして長時間使う
場合、3000番以上をオススメ

・3.6×5.4mの場合平均1580～2500
円

・578～600円程度
※他の防水テープでもよいが、エースク
ロス０１１は、剥がしたときに掃除がし
やすく、紫外線に強い

・メーカーによって名前が違う（ハウス
ロープ、ハウスベルト、ハウスバンド、
プロバンドなど）
※元々ビニールハウスで使っているひも。紫外
線や風に強く結びやすい

・二本線が一番強い
・500m 2000～3000円

ブルーシート 防水テープ（エースクロス011） マイカ線（ビニースハウスロー
プ）

屋根の上でオススメ



屋根被害の実例



張替えの原因(材料の劣化)

【剥がれ】
・押さえや固定が不十分
・ひもやロープが切れる

【破れ】
・劣化（特に紫外線）
・擦れ

【雨漏り】
・材料の選択ミス
（強度の低い材料使用）
・張り方の問題



ブルーシート
も土嚢も劣化
する



☆下準備

テープが付きやすいように瓦をきれい
にする

【手順１】

山の部分に先に貼ると隙間が出来てし
まう為

瓦の谷の部分（へこんでる部分）に縦
にテープを貼る

【手順２】

防水テープをブルーシート中央から左
と右に風が入らないようにしっかりと
貼る

【手順３】

縦のブルーシートの部分（まだ貼って
いない側）にも、防水テープを貼る

【手順４】
防水テープを貼ると
しわが入る為その部分に土嚢を載せる

施工方法（自衛隊方式）

縦方向



熊本方式 シートの端部に木材を巻き付けて土嚢で押さえる



ストッパー方式
（新茨木方式）

• 角材に金具（一文字継手）を付け
たストッパーを瓦の隙間に差込み、
それにシートの胴縁材をビス留めし
てシートを固定する。

• 平瓦の養生にも応用が効く（テキ
スト参照）

⭕️

⭕️
⭕️



はしご型ストック方式
• 下がり棟などで棟瓦が完全に破
損している場合などに有効

• 残っているのし瓦を撤去してし
まう場合もある



土嚢を使わない工法(粘着ルーフィング)



新しい取り組み





今までにあった事故例

・屋根の上から物を落とす対物事故
・古い屋根の下地を歩いて転落事故

・ハシゴから移る時バランスを崩す転落事故
・脚立のバランスがくずれて落ちる事故

・雨の日滑って落ちる事故
・瓦の上の土、こけを踏みすべる事故

・親綱を掛ける時の事故・ハチにさされた事故
・長物を人にぶつける事故
・割れた瓦などによる切り傷



活動に参加いただくに際して

ブルーシート展張は被災された住人さんの心の不安を
少しでも和らげる為のスキルの一つに過ぎません。

作業を完了させる事よりも住人さんのこころの和らぎ
を考えましょう。

そして何よりも事故なく安全第一で臨む事。万が一の
事故で誰よりも悲しむのは住人の方です。


